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論文の内容の要旨
　プラスチックで代表される高分子材料は，機能一性と安定性に優れているため大量に生産されているが，近年そ
の廃棄物が地球規模での環境汚染の原因のひとつとして緊急に解決すべき問題となっている。その解決法のひと
つとして，自然環境の中で微生物により分解される生分解性高分子の開発が活発に行われている。
　本論文では，高分子の特長である優れた強度，成形性と生分解性が精密にコントロールされた新しい高分子材
料の合成手法とその評価について述べられている。すなわち，天然素材であるアミノ酸またはジペプチドを主鎖
に導入したポリエスチルアミドを合成する新しい経路を開発し，それらの酵素分解試験により生分解生の評価を
行った。具体的には，フェニルアラニンなどのアミノ酸とアミノアルコールとの反応で両端にアミノ基を有する
ジアミンモノマーを合成し，α，ω一ジカルボン酸ジエステルとの重縮合によりポリエステルアミドを合成した。
反応条件やアミノ酸の種類がポリマー収率および分子量などに与える効果を詳細に検討し，最適条件を求めた。
　プロテアーゼ（α一キモトリプシン，スブチリシン，パパインなど）およびリパーゼによる加水分解試験を行っ
た結果，これらの酵素はポリマー中に導入されたアミノ酸残基に対して高い特異性を示す事が見出された。すな
わち，フェニルアラニンを含むポリマーはそれを特異的基質とするα一キモトリプシンおよびスブチリシンによ
り最も迅速に分解された。また部分分解されたポリマーの分析から，分解は表面のみにて起こり，未反応部分の
分子量およびその分布は分解前の値を保持する事が見出された。
　一方，アミノ酸，ジオールおよびジカルボン酸塩化物を出発原料として，ジペプチド構造を主鎖に導入したポ
リエステルアミドを合成した。これらについても上記と同様な生分解生試験を行った結果，分解性はジペプチド
を形成するアミノ酸の組合せに強く依存する事を見出した。この事はポリマー主鎖の親水性が加水分解性を支配
する一つの要因であると考察した。
審査の結果の要旨
　近年生分解性ポリマーの研究が急激に進展し，アミノ酸残基を導入したポリエステルやポリアミドについても
いくつかの報告がある。しかし実際に酵素の特異性との関連を解明し，分解機構について述べたものはほとんど
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無い。本研究では，固体ポリマー中のアミノ酸残基に対しても酵素が高い特異性を示す事を明らかにし，この結
果に基づく分子設計により，分解性を精密にコントロールできる事を示した点が高く評価できる。固体基質に対
する酵素の分子認識に関する酵素化学の面でも新しい知見を得ている。
　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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